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令和 5年度　総会のご報告

親子で乗り越えた不登校
　私には、忘れられない思い出があります。小学生の男の子を連れて
その母親がやって来た時のことです。母親が泣きながら、自分の子育
てが悪かったと、話されるのです。私は母親に「誰も悪くはない、育

て直しを一緒にやりましょう。」と言うと母親は又泣き出しました。それを見ていた男の子は私が母親をい
じめていると思ったのでしょう、心配そうに母親に寄り添っています。母親は、しっかりとした口調で、「悲
しい涙ではないよ。うれしい時にも涙は出るんだよ。」と、明るい声で息子に伝えていました。母親の明る
く前向きな姿勢によって、のばす会は確実な居場所となりました。その後社会人となり、建設会社で働いた
給料からのばす会へ寄付を持ってきてくれました。親子で乗り越えた不登校の時代は、なんと彼の人生の礎
になったのです。

　本年度通常総会は、5月 13日
( 土 )13 時から 14時まで、アイ
プラザ半田第一会議室で開催され
ました。昨年度事業及び決算報告、
監査報告に続いて今年度事業計画
案及び予算案、重任（再任）役員
候補者名簿確定について、また、
理事・監事の新任について、それ
ぞれお認めを頂きました。新人の
お二方の今後のご活躍に期待した
いと思います。また、本年度役員

とそれぞれの担当内容について報告がされました。
　本団体は本年度創立 30周年を迎えます。今日まで本団体を支えるべくご寄付、助成金などご協力頂いた個人、法
人等関係各機関の皆様方に改めて深い感謝の気持ちと、心からのお礼を申し上げたいと思います。伝統あるフリー
スクール” のばす会 “の継続と発展のために、来年 1月 27日 ( 土 ) アイプラザ半田にて開催される記念行事へのご
協力と、今後とも変わらぬご支援ご協力をお願いする次第です。
　のばす会の詳細につきましては、ホームページのほか、日本財団公益事業コミュニティーサイト「CANPAN」で
もご覧になれます。よろしくお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　            　代表理事　伊藤　敦



フリースクールは今

　これは、元文化庁長官で臨床心理学者の河合隼雄先生の言葉ですが、教育にかかわらず、人に関わる時の本質を突いた言葉
のように思います。河合先生は、「どちらも大切ですが、植物のイメージで考えることの方は忘れられやすい」とも言っています。
　心の問題を抱えた人への支援は、動物をしつける関わりで解決できなくなっているケースが多く、最終的に植物が育ってく
るのを待つような気持ちになっているのではないでしょうか。そうすると、土壌はどうか、必要程度の栄養が与えられているか、
外敵によって成長が妨げられていないか、などを検討する必要があるでしょう。子どもの立場になってみると気づくことがあ
るかもしれません。例えば、登校ばかりに捉われている家庭や学校の雰囲気などは子どもにどのように伝わるでしょうか。目
に見えなくても焦らされるような雰囲気が、植物が育つ良い土壌（環境）と言えるでしょうか。そして植物が育ってくるには
時間―「待つ」ことが必要です。しかし、最近では、動物や植物を超えて、「機械の壊れた部品を直すイメージ」でモノを言
う人が増えてきているような気がします。カウンセリングに来て「どうやったら治（直）りますか？」と訊かれることは以前
もありましたが、「ではどうやって？」と更に突き詰めていかれる方が増えたように思います。これは、機械や科学の発達、
そして昨今の AI の発展なども背景にあるでしょう。また社会では問題解決思考など、問題を合理的に解決する重要性が盛ん
に言われています。このため、そのような発想になることも無理はないのですが、私たちも、人がまるで簡単に書きかえられ
るような思考に陥る可能性があることを自覚することも大切だと思います。周囲からの働きかけにより変化 “させる” だけで
はなく、本人が自然に変化する条件を “整える” ことも大切のように思います。やはり自然に起こってくる変化の方が、その
人が “自分で” 手に入れた「本物」と言えるのではないでしょうか。

教育とは動物をしつけるイメージと植物を育てるイメージ。
　　　　　私たちは、植物が育ってくるのを待つ心を忘れていないか？

臨床心理士　米村　高穂

 春休み寺子屋の様子

スタッフ　村瀬　明子
　長らく休止していた「ランチ作り」を４月から、再開しました。月に一
度です。６月のメニューは、カレーライスと野菜サラダでした。ご飯は炊
きましたが、カレーはレトルトを利用しました。チキン、ビーフ、等自分
の好きな味が選べ、好評でした。サラダのキュウリを包丁で切るときは、
恐る恐る包丁を持つ子、家でやったことがあるよという子、様々ですが、
それもまた楽しいことでした。７月は、手巻き寿司でした。具に使ったキュ
ウリはのばす会で育てたものです。苗は、寄付で頂いたものです。多くの
方がのばす会の存在を知り、応援してくださっています。ありがたいこと
です。食べることは、生きることです。料理方法を知ることはもとより、
みんなが集まってワイワイ言いながら食べる楽しさを知ってほしいなと
思っています。

スタッフ　伊藤里香

ランチ作り再開

　3 月 27 日 ( 月 )～29 日 ( 水 ) の 3 日間実施した春休みの寺子
屋には、4 月から小学 1 年生になる子 1 名、小学生 4 名、中学
生 9 名、高校生 3 名、計 17 名の参加がありました。中学生 9
名の内 3 名は、中学校を卒業したばかりの子どもたちです。新
年度に向けて頑張りたいこと、始めたいこと、目標などを桜の花
びらカードに書いて、1 本の桜のメッセージツリーを作成しまし
た。本の紹介活動や読み聞かせをしているＭＢＴ（まさ子ばあさ
ん二人）の方に、年齢問わず興味が持てそうな甘い食べ物の絵本
や、落語絵本と少し長めの話も、引き込まれる読み方で、みんな
集中して聞いていました。
　のばす会の寺子屋は、中学校を卒業後も参加できますよ。夏休
み、冬休みの寺子屋も遊びに来てね♪



ご協力ありがとうございました。皆様の志が子どもたちの未来へとつながります。
＜寄付者の皆さま＞　　令和 5年 4月～ ( 掲載可の方々です )　順不同　敬称略
榊原紀美子、石黒辰彦、佐々木恵子、杉浦珠実、黒木伊津子、黒瀬育子、藤田千晴、山内睦代、犬飼美和
杉田千恵子、榎本美砂、九澤郁子、伊藤恵造、福地昌子、大橋晴美、榎本弘子、竹尾裕子、竹内治枝
榊原友恵、山田ゆき、新海美智子、伊藤敦、伊藤八千穂、竹内織江、市野文代、山本住代、山口禎子
前田秀宝、清澤雅章、長谷川元洋、木村智恵子、小出由里子、渡辺康一郎
＜多額寄付の皆様＞　笹井孝介、村瀬明子
＜ろうきん寄付システムの皆様＞令和 5年 7月末まで　＊ご寄付ありがとうございます。
河野佑介、青木貴子、明石和也、伊藤慶子、大場直美、押田達也、加藤杉子、小島孝枝、佐藤玲子、近藤誠
柴山和之、平岡幸廣、佐藤絵里、柳生幸子、柳橋利枝、脇田裕恵、和田誠、巽幸代、伊藤敦、伊藤八千穂
榊原紀美子、村瀬明子、赤松由隆、浜田久子、新村由美子、磯貝明子、澤田大輔、柴田豊和
＜団体寄付の皆様＞園田工業株式会社、松華堂
＜物品の寄付＞食器棚、マグカップ、ミシン、教材エプロン、野菜ジュース、お菓子、遊具、お土産など
＜はがきや切手のご寄付＞　榊原友恵、大島爽乃恵、佐々木恵子、渡辺陸
＜図書券の寄付＞　きりんの会白山・亀崎グループ
＜イオン幸せの黄色いレシートキャンペーン＞　商品券（10,100 円分）
＜こどもサポート証券ネットによる支援物資＞　岩井コスモ証券株式会社　お米５キロ２袋と５キロ１袋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡三証券株式会社　お米 5キロ 1袋　2箱

皆さんの寄付でのばす会は成り立っています。ご支援ください。
年会費・寄付金の振込先　□年会費2,000円　□寄付金1口1,000円から

①知多信用金庫　美原支店　口座番号　普通　2102161
　名義：特定非営利活動法人　子どもたちの生きる力をのばすネットワーク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表理事　伊藤　敦
②東海労働金庫　半田支店　口座番号　普通　4500549

　名義：特定非営利活動法人　子どもたちの生きる力をのばすネットワーク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表理事　伊藤　敦
③ゆうちょ銀行　振替口座　口座番号 00810-9-154412
　加入名：特定非営利活動法人子どもたちの生きる力

スタッフ募集中

下記連絡先までご連絡ください。
　　連絡先　080-1622-5717
　　　　　　赤松　由隆

今後の予定と活動

一緒に遊んだり

一緒に学習したり

寄り添ってくれる人

週に１回でもいいです！

親の会のランチ会に参加して

のばす会の終業  ７月 20 日（木）
夏休み寺子屋 7 月 24日（月）～ 2６日（水）、8月 17日（木）～ 18日（金）、21日（月）～ 22日（火）
  13 時～ 16時　8月は日本福祉大学の学生ボランティアが参加します。
夏休み補習 8 月１日（火）～４日（金）10時～ 14時　英数国の３教科の個別指導、午後は自習
のばす会始業 8 月 24日（水）

親の会　鈴木　知代

　 親の会は毎月第３月曜日の午後、アイプラザ半田にて行っている保護者の交
流会です。今回は浜木綿半田店さんにてお食事をしながらの開催でした。子ども
さんのことで悩んでいるお友達をお誘いして一緒に参加させていただき、合計７
名でのランチ会となりました。おいしいお料理をいただきながら、近況報告をし
たり、体験談を聞いたり、悩みを相談したり、あっという間に時間は過ぎました。
　親の会に参加される方々は、今現在つらい思いをしている方、子どもさんを見
守っている方、乗り越えた方などそれぞれに経験していることは違いますが、子
どもさんの為に何とかしたいと考えている優しい方ばかりなので、ココだから安

心して話せるのではないでしょうか。いま、誰にも相談できず不登校の子どもさんのことで悩んでいる方がみえたら、ぜひココ
に来て話してみて下さい。きっと少し心が軽くなると思いますよ。
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